
第25回JSPP教育セミナー

こども虐待に医師ができること
子どものこころの臨床に真摯に関わり続ける児童精神科医と小児科医による
初心者でも学べる医師・医学生を対象としたセミナーです

懇親会 コロナ禍のため中止していた懇親会が5年ぶりに復活し
ます。みなさまふるってご参加ください

大阪市立総合医療センター さくらホール

医師：14000円 医学生：7000円

2024年 8月31日 （土） 、 9月1日（日）

お申込み方法：7月1日から7月28日まで、以下のURLから
https://amarys-jtb.jp/jspp25/

日 程

参加費

会 場

Osaka Metro（谷町線）都島駅 2番出口から西へ徒歩3分
JR西日本（大阪環状線）桜ノ宮駅 東出口から北へ徒歩7分

会 場
鳥よし茶屋 大阪市北区曾根崎二丁目１－９
Osaka Metro（谷町線） 東梅田駅徒歩5分

2024年 ８月３１日 19時より日 時

お問い合わせ：JSPP教育セミナー事務局木下までメールにて
メールアドレス（木下）： nnkinos45-jsppseminar@yahoo.co.jp

注意：GMAILなどで返信が迷惑メールフォルダーに入ってしまうトラブルがあります！

無料動画：「日本の児童虐待対応の仕組み」 どなたでも無料でご
覧いただけます。URL：https://youtu.be/jf51E5QOnU4
事務局：兵庫県中央こども家庭センター 木下直俊 大阪精神医療センター 花房昌美 大阪市立総合医療セン
ター 宮脇大

主催：日本小児精神医学研究会（JSPP)

医師：5000円 医学生：0円（セミナー参加者に限ります）懇親会費

特別講演：子どもの安全と治療関係のはざまで
～子ども虐待の判断や対応に迷うとき、臨床医はどうすればよいのだろうか？

講師：笠原麻里先生（医療法人財団青溪会駒木野病院）

mailto:nnkinos45-jsppseminar@yahoo.co.jp


第25回JSPP教育セミナースケジュール

9月1日（日） 8：30 会場

11:40 開会あいさつ 事務連絡

11:50-12:35 小児科医ができる子ども虐待の予防と発見, 

そして「知ってしまった」後のことについて

名張市立病院小児科 小林穂高

12:35-13:20 虐待を受けた子どもの心理的影響と行動の理解

大阪精神医療センター 花房昌美

13:20-13:35 質問と意見交換

13:50-14:35 トラウマに関連した症状とその対処

東北医科薬科大学病院精神科 福地成

14:35-15:20 愛着概念を児童精神科臨床でどう生かすのか

静岡県立こども病院こころの診療部 大石聡

15:20-15:35 質問と意見交換

15:50-17:50
症例検討会 「幼児期に性被害に遭った女児の治療経過」

症例提示者 宮崎大学医学部附属病院 精神科 大平洋明

SV 医療法人財団青渓会 駒木野病院 笠原麻里先生

8月31日（土） 11：00 会場

9:00-10:30 子どもの安全と治療関係のはざまで

子ども虐待の判断や対応に迷うとき、臨床医はどうすれば

よいのだろうか？
医療法人財団青渓会 駒木野病院 笠原麻里先生

10:45-11:30 医師にできる社会的養護の支援
さいたま子どものこころクリニック 星野崇啓

11:30-12:15 小児期逆境体験の影響から子どもを保護する日常
埼玉県立小児医療センター精神科 舟橋敬一

12:30-13:15 児相を希望の持てる場所にするために、医師にできること

兵庫県中央こども家庭センター 木下直俊

13:25-14:25 総合討論

14:25-14:30 終わりのあいさつ 閉会

昼食の時間は設けておりません、各自でお弁当などを持ち込んで会場でお食べ下さい
講義中の飲食もOKです。ごみは所定の場所にお願いします。
無料動画は、日本のこども虐待政策に関する基礎的な講義です。セミナー参加の方も事前に
ご視聴いただくと、他の講演の理解が深まると思います。

主催：日本小児精神医学研究会（JSPP)
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